
た
、
冬
と
も
な
れ
ば
零
下
三
〇
度
以
上
も
す
る
寒
さ
だ
。
寒
い

と
い
う
よ
り
体
が
痛
い
感
じ
だ
。

昭
和
二
十
二
年
五
月
、
待
ち
に
待
っ
た
ダ
モ
イ
の
日
が
来
た
。

喜
び
い
っ
ぱ
い
の
我
々
を
乗
せ
列
車
は
東
に
向
か
っ
て
走
っ
た
。

シ
ベ
リ
ア
本
線
を
五
日
ほ
ど
走
っ
た
よ
う
だ
が
、
列
車
は
ナ
ホ

ト
カ
に
到
着
し
た
。
日
本
船
が
同
胞
を
い
っ
ぱ
い
に
乗
せ
港
を

出
て
行
く
。「
俺
た
ち
も
す
ぐ
帰
れ
る
」
と
思
っ
て
い
た
ら
、

山
奥
の
収
容
所
に
入
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
ソ
連
側
の
言
う
こ

と
な
ど
信
用
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
材
木
運
搬
等
の
強
制
労

働
を
強
い
ら
れ
、
一
年
余
り
足
止
め
を
食
っ
て
し
ま
っ
た
。
ナ

ホ
ト
カ
は
民
主
運
動
が
盛
ん
だ
っ
た
。
う
っ
か
り
反
対
も
で
き

な
い
、
帰
る
ま
で
は
と
何
事
も
耐
え
忍
ん
だ
。

昭
和
二
十
三
年
六
月
中
旬
、
本
当
に
帰
れ
る
日
が
さ
た
。
船

員
さ
ん
た
ち
の
心
の
こ
も
っ
た
言
葉
に
迎
え
ら
れ
船
に
乗
り
込

ん
だ
。「
恵
山
丸
」
と
い
う
船
だ
っ
た
。
船
は
ナ
ホ
ト
カ
の
港

を
後
に
日
本
海
を
越
え
、
舞
鶴
に
入
港
し
た
。
昭
和
二
十
三
年

六
月
十
八
日
だ
っ
た
。
生
涯
忘
れ
得
ぬ
感
激
の
日
だ
っ
た
。
思

え
ば
長
い
長
い
月
日
だ
っ
た
。
懐
か
し
い
我
が
家
に
戻
れ
ば
、

出
征
中
生
ま
れ
た
長
男
も
五
歳
に
な
っ
て
い
た
。

シ
ベ
リ
ア
抑
留
記
　 

岐
阜
県
　
小
栗
晴
美
　 

在
満
当
時
、
昭
和
二
十
年
二
月
渡
満
、
黒
河
省
孫
呉
第
一
二

三
師
団
通
信
隊
に
入
隊
、
昭
和
二
十
年
八
月
終
戦
と
な
る
。

シ
ベ
リ
ア
抑
留
―
昭
和
二
十
年
九
月
入
ソ
、
ラ
イ
チ
ハ
収
容

所
に
入
る
。
以
後
、
そ
の
収
容
所
の
食
事
の
貧
困
、
極
寒
、
重

労
働
の
た
め
、
弱
栄
養
失
調
と
な
り
、
サ
ビ
タ
や
病
院
に
入
院
、

二
月
末
に
退
院
し
た
が
、
重
労
働
に
不
適
と
な
り
、
支
所
の
ソ

ホ
ー
ズ
の
農
場
に
送
ら
れ
た
。
冬
場
は
軽
作
業
で
あ
っ
た
が
、

夏
場
は
干
草
の
草
刈
に
行
き
、

ラ
イ
チ
ハ
以
上
の
重
労
働
で
あ
っ

た
。
そ
れ
に
比
較
的
軽
い
労
働
の
じ
ゃ
が
い
も
、
き
ゅ
う
り
な

ど
の
収
穫
と
組
合
わ
せ
て
作
業
を
し
た
の
で
、
こ
の
間
に
若
干

体
力
を
回
復
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

昭
和
二
十
四
年
九
月
初
め
帰
国
命
令
に
よ
り
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
、

ナ
ホ
ト
カ
経
由
舞
鶴
に
九
月
二
十
四
日
ご
ろ
上
陸
、
帰
国
し
た
。

帰
国
後
、
一
番
困
っ
た
こ
と
は
、
赤
の
レ
ッ
テ
ル
を
は
ら
れ



て
就
職
で
き
ず
に
苦
労
を
し
た
。

現
地
で
は
種
々
な
こ
と
が
あ
っ
た
、
山
か
ら
木
を
切
っ
て
き

て
、
自
分
た
ち
で
兵
舎
を
建
て
た
。
暖
房
な
ど
勿
論
な
く
、
外

套
を
着
た
ま
ま
眠
る
毎
日
で
あ
っ
た
。
食
物
は
パ
ン
一
切
、
汁

は
塩
ス
ー
プ
一
ぱ
い
、
こ
れ
で
は
栄
養
失
調
に
な
ら
な
い
の
が

お
か
し
い
く
ら
い
で
あ
っ
た
。
モ
ロ
コ
と
い
う
魚
を
と
っ
て
た

べ
た
。
食
べ
ら
れ
る
と
思
う
よ
う
な
も
の
は
、
何
で
も
食
べ
た
。

生
の
馬
鈴
薯
の
に
が
か
っ
た
こ
と
を
今
で
も
時
に
思
い
出
す
。

病
気
で
入
院
し
て
も
、
薬
な
ど
な
く
、
た
だ
寝
て
い
る
だ
け
。

こ
れ
で
は
治
る
病
気
も
、
治
る
は
ず
も
な
い
。
沢
山
の
戦
友
が

死
ん
で
い
っ
た
。
何
と
か
こ
れ
ら
の
人
々
の
供
養
を
せ
ね
ば
い

け
な
い
と
思
い
な
が
ら
、
そ
れ
が
果
た
せ
ず
胸
が
い
た
む
思
い

で
あ
る
。

シ
ベ
リ
ア
抑
留
記
　 

京
都
府
　
吉
田
静
　 

職

業
　
農
業

生
年
月
日
　
大
正
十
一
年
九
月
二
十
二
日
生

現

住

所
　
京
都
府
船
井
郡
丹
波
町
字
院
内
小
字
市
庭
一
四
番

地

元
陸
軍
一
等
兵

満
州
国
吉
林
省
敦
化
県
青
溝
子
開
拓
団
桃
源
郷
に
て
昭
和
二

十
年
五
月
一
日
、
召
集
を
う
け
、
満
州
国
チ
チ
ハ
ル
の
部
隊
へ

入
隊
す
る
。
当
時
独
身
。

昭
和
二
十
年
七
月
十
日
、
満
州
国
の
首
都
新
京
特
別
市
守
備

水
島
部
隊
へ
転
属
す
る
。
そ
れ
よ
り
八
月
十
五
日
の
終
戦
ま
で

市
内
主
要
道
路
に
ソ
連
戦
車
を
防
ぐ
壕
掘
り
と
タ
コ
ツ
ボ
掘
り

を
行
う
。
作
戦
と
し
て
は
侵
攻
し
て
く
る
敵
戦
車
が
壕
に
遭
遇

し
て
立
ち
往
生
す
る
と
こ
ろ
を
タ
コ
ツ
ボ
に
隠
れ
て
い
る
兵
が

爆
雷
を
抱
え
て
キ
ャ
タ
ピ
ラ
の
前
へ
と
び
込
み
爆
破
す
る
と
い




